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全国学力・学習状況調査の
調査問題・質問項目
（内容・結果）

さいたま市学習状況調査の
調査問題・質問項目
（内容・結果）

「重点的に育成する資質・能力」の状況をみる指標
※この欄に記入した内容は、学校Webページには掲載しません。

【参考データ】
※記入任意

今年度の成果と
次年度の課題

⑤

⇓

年度末評価

さいたま市学習状況調査結果の分析④

学力向上策の
実施状況

特徴的な結果

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

学力向上策の
見直し

中間評価

（１）　個別最適な学びと協働的な学びによる言語活動の充実を図る。また、児童が自らの課題を設定
する場面を継続的につくり、その達成に向かっていく過程を支え評価していく。【各単元の中で１回以
上】
（２）　課題解決の過程における自分や友達の学びの深まりや疑問に思ったこと、自分の学び方に
ついてをふり返ることができる時間を設定する。【単元末】

結果から考えられる
児童生徒の実態

・文章から要点を読み取ったり、自分の考えをまとめたりすることに対して課題がみられる。
・問題を読み取り、数量の関係を正しく捉えることに関して課題がみられる。
・多くの児童が、主体的に学習を調整することができていると考えられる。

⇓ ⇓

（学校番号040）

（変更なし）

学力向上策の
実施状況

学力向上策（１）・（２）ともに実施することができている。（１）については、児童の実
態を踏まえ、児童が言葉を使って情報を整理し、考え、表現し、他者と伝え合う学習
活動を引き続き実施し、言語活動の充実を図ることにより、学力向上につなげてい
く。

⇓

③

実施する学力向上策
【時期・頻度】

令和８年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【芝原小学校】

重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策

（１）粘り強く学習に取り組む態度
（２）自らの学習を調整する力

特徴的な結果

・国語では「読むこと」の領域に関して課題がみられた。解答類型をみると、目的に応じた必要な情報を見付けたり、文章を読んで
自分の考えをまとめたりすることができていない児童が多かった。
・算数では、「数と計算」の領域に関して課題がみられた。小数や分数の計算問題、割合等の数量の関係についての問題に対してつ
まずきがみられた。
・「自らの学習を調整する力」と関連する質問「分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫す
ることはできていますか」について、肯定的な回答が９割以上であった。

全国学力・学習状況調査結果の分析②


